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７．地域ごとの対応に関する基本的な考え方 

今後、日本のどこかでオーバーシュートが生じた場合には、地域ごとに断続的に発生し 

ていくことが想定されます。こうした状況下では、社会・経済機能への影響を最小限とし 

ながら、感染拡大防止とクラスター連鎖防止の効果を最大限にしていく観点から、地域の 

感染状況別にバランスをとって必要な対応を行っていく必要があります。 

感染状況が拡大傾向にある地域では、まん延のおそれが高い段階にならないように、ま 

ずは、地域における独自のメッセージやアラートの発出や一律自粛の必要性について適切 

に検討する必要があります。その場合、社会・経済活動への影響も考慮し、導入する具体 

的な自粛内容、タイミング、導入後の実施期間などを十分に見極め、特に「感染拡大が急 

速に広まりそうな局面」や「地域」において、その危機を乗り越えられるまでの期間に限 

って導入することを基本とすべきだと考えます。 

感染状況が収束に向かい始めている地域並びに一定程度に収まってきている地域では、 

後述するように、人の集まるイベントや「３つの条件が同時に重なる場」を徹底的に回避 

する対策をしたうえで、感染拡大のリスクの低い活動から、徐々に解除することを検討す 

ることになると考えます。ただし、一度、収束の傾向が認められたとしても、クラスター 

（患者集団）発生の早期発見を通じて、感染拡大の兆しが見られた場合には、再び、感染 

拡大のリスクの低い活動も含めて停止する必要が生じえます。 

感染状況が確認されていない地域では、学校における様々な活動や、屋外でのスポーツ 

やスポーツ観戦、文化・芸術施設の利用などを、適切にそれらのリスクを判断した上で、 

感染拡大のリスクの低い活動から実施してください。ただし、急激な感染拡大への備え 

と、「3 つの条件が同時に重なる場」を徹底的に回避する対策は不可欠です。 

 

 

 



３つの条件とは: 

これまでに明らかになったデータから、集団感染が確認された場に共通するのは、 

①換気の悪い密閉空間であった 

②多くの人が密集していた 

③近距離（互いに手を伸ばしたら届く距離）での会話や発声が行われた 

 

これら、３つの条件が同時に重なった場ということが分かっています。 

例えば、屋形船、スポーツジム、ライブハウス、展示商談会、懇親会等での発生が疑われる

クラスターの発生が報告されています。 


